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問題意識 
 







もキイロダカラ Cypraea moneta が墓への副葬品とされたり[佐原 2001]、貨幣と
して用いられたりした。漢字は殷代にできたが、貝という字はキイロダカラの象
形である。しかしながら、中国では徐々に貝の文化は失われていった。 






















に生息するキイロダカラやハナビラダカラ C. annulus などは貨幣、ビーズ、利
尿剤などとして用いられてきた 5。ちなみに、英語で現金を意味する cash はヒン










代で、その 22 代目の王である高宗武丁の妻・婦好の墓からは、キイロダカラ 6,800
個余りとヤクシマダカラ C. arabica 1 個が出土している。貝は生死と関係づけら
れていた。 
 殷末から西周初にかけての金文には貝を賜るという記事が見られるが、単位は



















































































ハチジョウダカラ C. mauritiana（子安貝）、ヤクシマダカラ、ホシキヌタ C. 
vitellus などを好んで使っている。東日本の貝塚ではホシキヌタが多く見つかっ




 殷人は貝を背を削りひもを通し 10 個ずつまとめて使っていたのに対し、縄文
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と 104～110 度程度となっており、黄金らせん（約 107.03239 度）に近い。他の貝であれば
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